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 主要な聞き取り調査: 

  3.11の前後に日本の原子力発電所作業員を対象に 

 2002年2〜9月 福島第二、島根、浜岡 

 3.11以後 日本および外国の疫学者を対象に (2011, 12年に東京、
パリ、バルセロナにて) 

 本論文の主要口頭発表: 

 世界科学研究会議 (“4S”), コペンハーゲン 2012.10 

 カリフォルニア州立大学バークレー校 2013.5 

 ISA世界社会学会議 2014.7 

 本論文の発表:  

 大原社会問題研究所雑誌, 2013.8 (658), pp.14-30. (日本語) 

 書籍中の1章（中国語） （in《公民能不能？能源科技、政策公
民能不能？能源科技、政策與民主》，國立交通大學出版社 ） 



概要 

 1) 序: 原子力災害の長期的次元 

 2) 原子力のガバナンスとそれに対する批
判 

 3) 低線量の解釈学 

 結論: 批判はどの段階にあるのか? 



I. 序: 

原子力災害の長期的次元 













Before 311, workers compelled to falsify theirown records (Tomioka, Fukushima Prefecture, 
7.2002 



労災としての補償:  
基準は5 mSv だが適用は数件のみ 



嶋橋 伸之さん (ご子息): 50 mSv 

長尾光明さん: 70 mSv 

喜友名 正さん (夫): 100 mSv  



 

0 

10000 

20000 

30000 

40000 

50000 

60000 

70000 

80000 

90000 

1970 1973 1976 1979 1982 1985 1988 1991 1994 1997 2000 2003 2006 2009 

Nombre d'employés de la sous-traitance et 

intérimaires 

Nombre de salariés des sociétés 

d'électricité 

下請けおよび臨時作業員数 

 

 

電力会社社員数 

Regular employees 正社員 

Contract Workers 

社員外 

  



 

 

 

 
長期的災害の社会的不可視性 

または災害の前の災害 





3.11後の原子力作業 
または災害の後の災害 



2) 原子力のガバナンスとそれに
対する批判 



原子力の 

ガバナンス 

国際機関:  
IAEA, UNSCEAR, ICRP, WANO, 

WHO… 

電力会社: 東京電力… 

国の機関:  

原子力規制委員会 

厚生労働省 

環境省 

経済産業省,  

文部科学省 

復興省 

放射線影響協会 

そして 
それに対する
批判 

市民・労働者のNGO 

 3.11前: 原子力情報室,  労働安全
センター 

 3.11後: 被ばく労働考えるネット
ワーク（山野、釜ヶ崎等よせば
の労働活動家）, ヒバク反対キャ
ンペーン（広島出身等の学者
等）福島原発事故緊急会議等 

しかし連合のような大き
な連合体はない 



ああだこうだ 

言ってないで 

福島行ってその目
で見てこい！ 





 外部被ばくの累積線量が50 mSv未満の作業員に
は健康管理なし（この値を超えた作業員のみ1年
間のがん検診） 

 内部被ばく2 mSv未満については記録なし 

 福島県内のホットスポットで除染作業に雇用され
ている人については、現在まで系統的な線量測定
も健康管理もなし 

放射線防護をめぐる活動家からの異議申し立て 



 東電と厚労省が計画している作業員2万人
をコホートとする疫学調査に、作業員がア
クセスする権利を認めるべき、と活動家側
は主張 

 認識論的制約 / 認識論的不公正 

 まちがったデータの累積が構造災をいっそ
う悪化させる（松本三和夫『構造災』, 2012年） 



3) 低線量の解釈学 



100 mSv以下な
ら全く心配いりま

せん! 

デタラメ言うな! 



ICRP, AIEA, 
WHO, 
UNSCEAR, 
WANO… 

Vs. WHOに独立性を求める会, CRIIRAD, CSRP… 







小佐古 敏荘 教授（2011年4月29日） 

年間20 mSvと
言ったら、原発
構内やウラン鉱
内並みじゃない

ですか! 



2003〜2009: 21人 
 
2011.3.11〜2012.7.21: 4,398人 



郡山駅（2012年6月）    0,286 μSv/時 = 2,51 mSv/年 
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Sion Sono : " Comprendre Fukushima non par la

logique, mais par l'émotion "

Izumi Ono (Megumi Kagurazaka) : de la manière de faire ses courses en zone contaminée.

DR

Pour son film " The Land of Hope ", le cinéaste japonais a privilégié la fiction au documentaire

S'il est surtout resté jusqu'ici confiné au public très choisi des festivals, le cinéaste japonais Sion
Sono, 52 ans, a plus d'une quinzaine de films à son actif. Venu de la poésie, ce fils d'universitaires est
passé par un cinéma " à l'arraché ", parfois à la limite de la performance, avant de signer The Land of
Hope, un film racontant la situation des populations de la région de Fukushima, qui durent quitter

leurs maisons, leurs fermes, après la catastrophe du 11 mars 2011.

On vous présente souvent comme un autre Wakamatsu. Celui-ci, mort en octobre 2012,

préparait également un film sur Fukushima...

Wakamatsu était un cinéaste très politique. Ce que je ne suis pas. Il voulait faire un film sur Tepco, la

園 子温「希望の国」 



長瀧重信教授（東京、2011年7月） 

小佐古先生は 
発言したことを後悔さ

れています 



後悔なん
かしていま
せんよ！ 

小佐古教授 (東京、2012年6月) 



E.Cardis (Barcelona  
2012/5) 



 キース・ベーヴァーストックはWHO欧州地域
事務所で1991〜2003年に放射線防護プログラ
ムを主導。  

 2002年に本のWHO環境保健センターに移籍
し、放射線と公衆衛生地域顧問となる。 

 2003年11月〜2005年4月 英国放射性廃棄物管
理委員会委員に就任。同委員会の管理と運営
の仕方、とくに科学の不適切な利用と、「公
共生活行動規約」からの逸脱に対する批判的
見方から、最終的に同委員会を辞任。 

出典: 本人のホームページより 





結論: 

  
批判はどこに向けられているのか？  

それはどの段階にあるのか？ 

その効果は？ 



 
原子力の 

ガバナンス 

 

原子力への 

批判 



 

2 0 1 4年 放射線疫学調査報告会

公益財団法人放射線影響協会

テーマ

　 :

放射線の健康影響について  －細胞・ 動物実験・ 疫学研究を通して線量率効果をよむ

－

　 （ 公財） 放射線影響協会は、 低線量放射線の健康影響を調べるため、 原子力発電施設等にお

ける放射線業務従事者を対象に疫学的追跡調査を行っており 、 この調査の一環として、 放射線

の健康影響に関する様々な論点をテーマとした報告会を開催してまいりました。

　 放射線の影響は同じ被ばく 線量であっても、 その被ばく に要した時間の長短によって効果が

異なること 、 すなわち線量率効果があることが知られております。 本年度はこの線量率をテー

マとして報告会を開催いたします。

　 高線量・ 高線量率放射線の健康影響については認識の統一がみられますが、 低線量・ 低線量

率放射線がもっている健康影響への挙動については、 まだ解明すべき点が多く 、 様々な研究が

進められています。 そこで、 細胞や動物実験または人を対象とする調査から線量率効果に関わ

る課題に関して何が解明されていて、 何がわかっていないのか、 研究はどこまで進んでいるの

か、 など本報告会で理解を深めていきたいと思います。

　 線量率に関わる知見についての俯瞰的な講演に続いて、 講演者が実施してきた細胞や動物実

験または人を対象とした調査からの研究成績について講演頂く こと と しています。

　 是非とも多数の方々のご出席をたまわりたく ご案内申し上げます。

開催日時　 : 平成２ ６ 年１ ２ 月１ ５ 日（ 月）  １ ３ 時1 ５ 分～１ ７ 時１ ５ 分

場　 　 所　 :

(公財)がん研究振興財団 国際研究交流会館 国際会議場3階 (地図はここか

ら )
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〒1 0 4 -0 0 4 5  東京都中央区築地5 -1 -1

主　 　 催　 : （ 公財） 放射線影響協会

後　 　 援　 : 日本放射線影響学会、 日本疫学会、 日本保健物理学会

参 加 費 　 : 無料

定　 　 員　 : １ ２ ０ 名

申込方法　 :

参加を希望される方は、 お申込メ ールアド レス  宛 (

)  に、 メ ールの件名を「 2 0 1 4報告会」 と入力していただき、 ①氏名（ ふ

りがな） 、 ②所属、 ③連絡先（ e-m a ilアド レス、 電話番号、 FA X番号

等） を明記の上、 メ ールをお送り下さい。 また、 メ ール等をお持ちでない

方は、 当協会の電話（ 0 3 -5 2 9 5 -1 4 9 4 ） または

FA X （ 0 3 -5 2 9 5 -1 4 8 5 ） でも申込みを受け付けております。

申込締切　 : 平成２ ６ 年１ ２ 月５ 日（ 金） １ ５ 時

問合せ先　 :

〒1 0 1 -0 0 4 4  東京都千代田区鍛冶町1 -9 -1 6  丸石第2ビル

(公財)放射線影響協会 放射線疫学調査センター

広報担当 蝦名 武美(Te l:0 3 -5 2 9 5 -1 4 9 5 )、  戸川 映子

(Te l:0 3 -5 2 9 5 -1 4 9 4 )

*本報告会は、 原子力規制庁の委託事業「 低線量放射線による人体への影響に関す

る疫学的調査」 の一環として開催しています。

2 0 1 4年 放射線疫学調査報告会 プログラム

公益財団法人放射線影響協会

1 2 :1 5 （ 開場）

1 3 :1 5 開会挨拶

1 3 :2 0 座長 丹羽　 太貫　 京都大学　 名誉教授

講演１ 「 低線量率被ばく から極低線量被ばく への質的連続性はあるか」

国際医療福祉大学大学院　 医療福祉国際協力学　 教授　 鈴木 元

1 4 :0 0 講演２ 「 幹細胞動態から見た線量率効果」

電力中央研究所　 原子力技術研究所　 放射線安全研究センター　 岩崎　 利泰

1 4 :4 0 （ 休憩）

1 4 :5 0 座長 鈴木　 元　 国際医療福祉大学大学院　 医療福祉国際協力学　 教授
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ご静聴 
ありがとうございました 


